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論文内容の要旨

肝疾患にみられる肝細胞変性の一つに好酸性変性がある。乙の変性のーっとみられるのが好酸

体 (acidophi1ic body) と呼ばれるものである。 この変化は肝生検法の普及とともに初めて注目

されてきた組織像であるために，いままでに十分な研究が行なわれていない。特に好酸体の細胞

性起源及び従来いわれていた暗調細胞 (dark cell) との関係についても未解決のままである。

又人の肝炎ビールスが同定されていない現在ピーノレス肝炎とそうでないものとの聞に微細構造上，

好酸体に特異な形態が認められるか否かを知ることは極めて重要であると考えられる。このよう

な観点から本研究では ①好酸体の細胞性起源及びその発生機序，②好酸体には微細構造上，各

種肝疾患に特徴的な所見が認められるかどうか，③好酸体以外の肝細胞の好酸性変性との微細構

造上の鑑別点，を明らかにすることを目的とした。

〔方法〉

各種肝疾患86例の針生検肝を材料とした。対照例 (5 例:肝機能検査及び組織学的所見上著変

なきもの)

光顕的には10%中性ホノレマリン及びカノレノア液固定， パラフィン包埋を行なった。 切片は

hematoxylin and eosin (H-E) , toluidin blue (T-B) その他により染色した。

電顕的には生検直後の肝の一部を， 約 1mm3 大に細切して， 0........4 0C で 1%オスミウム酸固

定 (Caulfield 液: 2 hrs) 又は 4 必 glutaraldehyde (前固定: 2hrs)) と 1%オスミウム酸(後

回定: 2hrs) による二重固定後，アノレコーノレ脱水， epon 包埋を行なった。 超薄切片は水酸化鉛

又は酢酸ウラニノレと水酸化鉛による電子染色を行なって， HU-llB 型電子顕微鏡で観察した。

尚 epon 包埋材料から厚さ約 1μ の光顕用切片(以下T切片と略す)を作製し， T-B 染色を
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行なって，光顕と電顕の所見を対比した。

〔成績〉

A) 好酸体

1 )光顕的所見

光顕的には先人のすでに記載せるものとほぼ同様な観察所見をえた。特記すべき所見とし

て，好酸体の他に，胞体全体が eosin I乙濃染した肝細胞が散見された。このものは T-B に

も濃染して認められ，本研究では，このような濃染肝細胞を暗調細胞と呼称した。暗調細胞

の中には胞体の一部が Disse 腔に突出したものが認められ， 好酸体との聞に密接な関係の

あることが示唆された。

2) 電顕的所見

a) 好酸体は楕円ないし不整な形を呈して類洞内に認められた。胞体内には種々の程度に変

性した核及び肝細胞の保有するほとんど全ての細胞小器官が密集して認められた。又胞体

の基質の electron density は著しく高まっていた。

b) 好酸体は全て貧食細胞の偽足によりとりかこまれるか又は完全に貧食されていた。

c) 暗調細胞と好酸体との聞に移行像が認められた。すなわち暗調細胞は好酸体と同様に胞

体の基質の electron density が著しく高まっており， 肝細胞索内に整然と配列して核及

び細胞小器官にほとんど変性の認められないものや， 胞体の一部が Disse 腔 l乙突出した

もの及び大部分の胞体がすでに類洞内にはみ出し，一部分のみが主として毛細胆管を含む

面で肝細胞索と付着したものが認められ，突出度が強いものほど核及び、細胞小器官の変性

が強まっていた。

B) 好酸体以外の肝細胞の好酸性変性

1 )障害肝では非特異的に核のー側又は核の周囲が eosm I乙濃染し， その他の部分が明るい

肝細胞が散見された。電顕的には濃染部分に一致して，糸粒体を主とした細胞小器官が密集

し，明るい部分に一致して glycogen 頼粒が集積していた。

2) 急性肝炎や中毒性肝炎にみられた広範な凝固壊死部分は一様に濃染しており，電顕的には

肝細胞及び内皮細胞が全て一様に変性して， electron density が著しく高まっていた。

3) アノレコーノレ性肝硬変症の 3 例にアノレコーノレ硝子体 (alcoholic hyaline) を認めた。電顕的

には変性した糸粒体から特異な構造を示すに致ったと考えられる所見をえた。

4) 急性肝炎の 1 例にT切片の T-B 染色上好酸体とほとんど区別のつかない細胞が認められ

た。微細構造上胞体内はほとんど肝細胞性の糸粒体のみでしめられた特異な形態を示してい

7こ。

〔総括〕

1 )好酸体は肝細胞起源であり， 暗調細胞が 1 個全体として壊死におちいり， 肝細胞索より

Disse 腔更には類洞内に脱落して，食食細胞により貧食されたものである。

2) 好酸体には微細構造上各種肝疾患に特異的な所見は認められなかった。殊に臨床的並びに組

織学的に明らかにビーjレス肝炎と考えられる症例において観察された好酸体内にビールス様穎
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粒は全く認められなかった。

3) 光顕上好酸体とよくにた肝細胞の好酸性変性について検索した結果，それらは好酸体の発生

機序とは全く異なっており，微細構造上それぞれ特徴ある所見を有していた。

論文の審査結果の要旨

各種肝疾患86例の針生検肝を材料として，光顕的に観察した同一細胞について電顕的観察を行

なうようにして，好酸体の形態学的研究を行ない以下の三点を明らかにした。

1 )好酸体は，肝細胞起源であり，暗調細胞が， 1 個全体として壊死におちいり，肝細胞索より

Disse 腔更には類洞内に脱落して，貧食細胞により食食されたものである。

2) 好酸体には微細構造上各種肝疾患に特異的な所見は認められなかった。

3) 好酸体以外の肝細胞の好酸性変性は，好酸体の発生機序とは全く異なっており，徴細構造上

好酸体とは容易に鑑別された。
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